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私は von Neumann環とエルゴード理論の関わりについて研究している。

まず作用素環とは，ヒルベルト空間上の有界線形作用素全体のなす環の部分環の事で

あり，考える位相の違いによりC∗環と von Neumann環がある。元々は von Neumannが

量子力学を数学的に正しく定式化する際に現れた副産物であるが，数学・物理両方の面か

ら興味深い対象であったため，現在においてもなお数学・物理両方の側面から研究が行わ

れている。数学的にはエルゴード理論や群の表現論と関係が深く，またA. Connesの非可

換幾何学，G. KasparovのKK理論，V. Jonesの部分因子環論，D. Voiculescuの自由確

率論，S. Popaの deformation/rigidity理論など，多くの重要な理論が後に発展した。

私は deformation/rigidity理論で研究を行っている。これは主として「離散群の測度空

間への作用」から構成する von Neumann環を研究する理論であり，エルゴード理論とは

密接に関係している。古典的なエルゴード理論では群として整数を用いるが，この理論で

はより複雑な群を考える。例えば S. Popaの著名な剛性定理は，Kazhdanの性質 Tを持

つ離散群によるベルヌーイシフト作用が軌道同型に関する剛性を持つ，というものであ

る。これは他の任意の群作用と軌道同型ならば，群作用そのものが同型になるという意味

であり，要するに弱い同型が勝手に強い同型になるという定理である。これは整数では絶

対に起きない現象であり，非常に興味深い。

下の論文リストのうち，[1]から [6]は，deformation/rigidity理論を用いてvon Neumann

環の構造を調べた論文である。[1,2]では（作用素環的）量子群から作るvon Neumann環に

対して deformation/rigidity理論が適用出来る事を示した。特に重要な例である，自由量

子群を対象に含める事が出来た。[3,5]では，冨田・竹崎理論を用いた deformation/rigidity

理論の展開に成功した。特に [5]は私の論文の中で最も良い結果で，冨田・竹崎理論を経

由する事で初めて得られるタイプの剛性定理を証明した。[7]から [9]はエルゴード理論に

関連する論文である。[7,9]は deformation/rigidity理論を用いてエルゴード理論に関する

結果を出した。[8]はガウス作用を拡張してより広いクラスの群作用を構成する論文であ

り，von Neumann環そのものはあまり出てこないが，関連した内容ではある。最後に [10]

は他とは趣が異なるが，このように広い意味で von Neumann環が現れる現象には興味が

ある。
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